
京都市における地域別の発生集中量

をみると，北部，都心部，東部では昭
和55年から平成12年にかけて減少
傾向が続いています。この背景の一つ

として，これらの地域の高齢化が進展

し（表1参照），相対的に外出機会・

移動回数の少ない高齢者が増加したこ

とが考えられます。

一方，西部や南部では昭和55年か
ら平成12年にかけて，増加傾向が続
いています。この背景の一つとして，

宅地開発等による夜間人口の増加（表

2参照）が考えられます。（図6）

（2）地域別発生集中量
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図6 京都市における地域別の発生集中量の推移（昭和５５年～平成１２年）
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京都市の発生集中量は，平成2年か
ら平成12年の10年間で1％の減少，

夜間人口（5歳以上）は平成2年から

の10年間で1％の増加となっており，

ともにほぼ横ばいとなっています。
（図1，2）

平成12年において京都市を出発

地，あるいは到着地とする流動量は

4,405千人トリップ/日で，そのうち

の74.4％が京都市内から出発し，京

都市内へ到着する京都市内々の流動と

なっています。

京都市内々の流動については，昭和

55年から平成12年にかけて減少が

みられるものの，京都市と京都市外と

の間の流動については，増加していま

す。（図3）

また京都市内に住む人の生成原単位

は，2.58トリップ／人日となってお
り，平成2年とほぼ同程度となってい

ます。

京都市居住者のうち，外出した人の

割合については，平成2年から平成

12年の10年間で2.1％の増加となっ

ています。（図4，5）

（1）総発生集中量と生成原単位　
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京都市全体の人の動き
図1 京都市の夜間人口（５歳以上）の

推移（昭和５５年～平成１２年）
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図2 京都市の発生集中量の推移
（昭和５５年～平成１２年）

図3 京都市関連の流動量の推移（昭和５５年～平成１２年）

図4 京都市居住者の生成原単位の推移
（昭和５５年～平成１２年）

図5 京都市居住者のうち外出した人の
割合の推移（昭和５５年～平成１２年）

資料：国勢調査

■京都市の発生集中量は
この10年間でほぼ横ばい

■京都市に住む人の生成原単位は，
2.58トリップ／人日

■京都市西部や南部の
発生集中量は増加傾向

表2 京都市における地域別の夜間人口
の推移（昭和５５年～平成１２年）

表1 京都市における地域別の高齢化率
の推移（昭和５５年～平成１２年）
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京都市における発生量，集中量の目

的構成をみると，平成2年から平成12

年の10年間で発生，集中ともに自由
目的の割合が約4％増加しています。
また，目的別に見ると，出勤・登校

目的では発生より集中の割合が高く，

帰宅目的では集中より発生の割合が高

くなっています。

このことから京都市は，通勤や通学
目的で市外から市内へ人が流入する地
域であることが分かります。（図8）

（1）目的別発生量，集中量

京都市における地域別の発生量，集

中量の目的構成をみると，都心部や南
部では出勤・登校目的において，発生
より集中の割合が高く，流入地である
ことが分かります。この背景の一つと

して，商業施設や業務施設等の多くの

事業所が立地し，多くの人が訪れてい

ること（表3参照）が考えられます。

反対に，東部や西部では出勤・登校

目的において，集中よりも発生の割合

が高く，流出地であることが分かりま

す。（図9）

（2）地域別目的別
発生量，集中量
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図9 京都市における地域別の発生量，集中量の目的構成（平成１２年）
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〈発生量〉�

〈集中量〉�

京都市における地域間の人の動きを

みると，都心部を中心に行われている
ことが分かります。この背景の一つと

して，都心部には商業施設や業務施設

等多くの事業所が集積し（表3参照），

多くの人々が訪れていることが考えら

れます。

また，平成2年から平成12年の10

年間における増減割合をみると，南部

と西部との間の動きが8.7％の増加

と，他の地域間に比べて大きくなって

います。

次に，京都市全体と他の地域間の人

の動きをみると，京都府南部や滋賀県
南部との間で多いことが分かります。
この背景の一つとして，京都市に各種

の都市施設が集積しているため，広い

範囲から人々が訪れていることが考え

られます。（表3参照）

京都市全体と他の地域間の動きの増

減割合をみると，北大阪との間で

16.4％の増加と，他の地域間に比べ

て大きくなっています。（図7）

（3）地域間流動量
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目的からみた人の動き
図8 京都市における発生量，集中量の目的構成の推移（昭和５５年～平成１２年）
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図7 京都市関連の地域間流動量の推移（平成２年～平成１２年）

■都心部を中心とした
人の動きが多い

■発生量，集中量ともに
自由目的の割合が増加

■京都市は他の地域の通勤・通学地

■都心部，南部で多い人の流入表3 京都市における地域別の従業者数
（平成８年）
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東播�

阪神�
内陸�

神戸市�

南丹�

北大阪�
阪神�
臨海�

淡路�

泉州�

大阪市�

東部�
大阪�

京都市�

京都府�
南部�

南河内�

和歌山県�
西部�

和歌山県�
東部�

奈良県北部�

奈良県南部�

滋賀県中部�

滋賀県南部�

参考図　京都市外の地域区分図


